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2024年度 2期 入学試験

数 学

解説

問題１
(1) 12x2 − 16x− 3 = 0を解くと，

(6x+ 1)(2x− 3) = 0．

x = −
1

6
，

3

2
．

(2) 「x ≦ 5 かつ x ≧ a」を満たす整数 xが

ちょうど 3個だけ存在するとき，その 3個

の整数は 3，4，5である．

よって，求める aの値の範囲は，

2 < a ≦ 3．

(3) x+ y =
√
3，xy =

1

2
であるから，

(x− 1)(y − 1) = xy − (x+ y) + 1

=
1

2
−

√
3 + 1

=
3

2
−

√
3．

(4) x2 − 4x+ 2 < 0を解くと，

2 −
√
2 < x < 2 +

√
2．

(5) A = {1，3，5，7，9}，B = {3，6，9}
より，

A ∩ B = {1，5，7}．

(6) 1 + tan2 θ =
1

cos2 θ
に cos θ = −1

5
を代入

して整理すると，

tan2 θ = 24． · · · j1
0◦ ≦ θ ≦ 180◦と cos θ < 0より，

tan θ < 0 · · · j2
となるから， j1， j2 より，

tan θ = −2
√
6．

(7)
6C2 · 4C2

3 !
= 15 (通り)．

(8) 6枚とも裏が出る確率は，

1

26
=

1

64
．

表が 1枚だけ出る確率は，

6

26
=

3

32
．

したがって，求める確率は，

1− 1

64
− 3

32
=

57

64
．
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数 学

解説

問題２
(1) f(x) = (x−2)2−3であるから，y = f(x)

のグラフの−1 ≦ x ≦ 3の部分は，次の図

の太線部分になる．

−1
32

6

−3

O
x

y

y = f(x)

したがって，−1 ≦ x ≦ 3における f(x)

の最小値は，

−3．

(2) (1)より，−1 ≦ x ≦ 3における f(x)の最

大値は，

6．

(3) x ≧ 0のとき，

g(x) = x2 − 4x+ 1

= (x− 2)2 − 3

であり，x < 0のとき，

g(x) = x2 − 4 · (−x) + 1

= x2 + 4x+ 1

= (x+ 2)2 − 3

である．

よって，y = g(x)のグラフの−1 ≦ x ≦ 3

の部分は，次の図の太線部分になる．

−1 32−2

1

−3

y = g(x)

O
x

y

したがって，−1 ≦ x ≦ 3における g(x)

の最小値は，

−3．

(4) (3)より，−1 ≦ x ≦ 3における g(x)の最

大値は，

1．
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解説

問題３

A

B C

60◦

8
5

(1) 三角形ABCに余弦定理を用いると，

BC2 = 52 + 82 − 2 · 5 · 8 · cos 60◦

= 52 + 82 − 2 · 5 · 8 · 1
2

= 49．

BC > 0であるから，

BC = 7．

(2) 三角形ABCの面積は，

1

2
· 8 · 5 · sin 60◦ = 1

2
· 8 · 5 ·

√
3

2

= 10
√
3．

(3)

A

B C

D

60◦

8
5

BD + CD = ABより，

AD = CD

であるから，三角形ACDは底角が 60◦の二

等辺三角形である．

したがって，三角形 ACDは正三角形で

あるから，

CD = 5．

(4) ∠BDC = 180◦ −∠ADCであり，さらに，
三角形ACDが正三角形であることより，

∠ADC = 60◦

であるから，

∠BDC = 120◦．

三角形BCDの外接円の半径をRとし，三

角形BCDに正弦定理を用いると，

7

sin 120◦
= 2R．

よって，

R =
1

2
· 7√

3

2

=
7√
3

=
7
√
3

3
．
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解説

問題４
(1) 箱ひげ図より，中央値は 30であるから，

空欄 ア に当てはまる数は，

30．

(2) 表より，第 1四分位数は，

16 + 17

2
= 16.5．

(3) 箱ひげ図より，第 3四分位数は 40である

から，空欄 イ に当てはまる数を xとお

くと，

x+ 46

2
= 40．

よって，

x = 34．

(4) 箱ひげ図より，番号 1の学生が通学にか

かる時間は 10分であり，番号 10の学生が

通学にかかる時間は 50分である．

よって，番号 4の学生が通学にかかる時

間を y分とおくと，

A =
y + 234

10
· · · (∗)

となる．

また，17 ≦ y ≦ 30であるから，(∗)より，
25.1 ≦ A ≦ 26.4

である．

したがって，通学にかかる時間がA分に

なる学生は，番号 4の学生に限られるから，

y = A

である．

このことと (∗)より，

A =
A+ 234

10
．

これより，

A = 26

であり，これは

25.1 ≦ A ≦ 26.4

を満たしている．

以上より，Aの値は，

26．


